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令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
42
億

８
千
万
円
、
５
・
６
％
増
と
な
る
、

８
０
８
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
が
長
期
化
し
、

先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
未
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と

な
る
事
業
を
着
実
に
推
進
で
き
る

よ
う
、
第
２
次
総
合
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
市

民
税
個
人
は
、
１
２
４
億
４
６
４

２
万
１
千
円
で
、
令
和
３
年
度
の

決
算
見
込
み
や
国
の
地
方
財
政
計

画
を
踏
ま
え
、
前
年
度
と
比
較
し

令

和

４

年

度

一
般
会
計
予
算
を
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　
　
　
　

８
０
８
億
３
０
０
０
万
円

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
及
び
主
権
侵
害
に
抗
議
す
る
決
議
を
可
決

・
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の
拡
大
を

　

求
め
る
意
見
書
を
可
決て

、
２
億
５
５
８
２
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市
民
税
法

人
は
、
13
億
８
９
５
１
万
１
千
円

で
、
令
和
３
年
度
の
決
算
見
込
み

な
ど
か
ら
、
収
益
増
加
を
見
込
み
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
３
億
７
９

０
２
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
１
１
２
億
３

６
９
６
万
円
で
、
家
屋
の
新
・
増

築
件
数
の
増
な
ど
を
見
込
み
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
４
億
２
１
２

４
万
１
千
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
本

庁
舎
整
備
事
業
32
億
８
８
５
８
万

３
千
円
は
、
本
庁
舎
移
転
建
て
替

え
を
進
め
る
も
の
で
、
主
に
建
設

工
事
に
係
る
費
用
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
６
億

８
２
６
７
万
８
千
円
は
、
こ
ど
も

に
係
る
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の

で
、
10
月
診
療
分
か
ら
、
医
療
機

関
で
の
医
療
費
窓
口
払
い
廃
止
を

県
内
全
域
に
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
５
億
５
４
５
８
万
８

千
円
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
運
営

に
係
る
費
用
で
す
。

　

母
子
保
健
事
業
１
億
８
９
５
９

万
５
千
円
は
、
妊
婦
や
乳
幼
児
の

健
康
診
査
な
ど
を
実
施
す
る
も
の

で
、
新
た
に
、
出
産
後
の
健
康
診

査
へ
の
助
成
を
始
め
る
と
と
も
に
、

３
歳
５
カ
月
児
の
視
力
検
査
に
、

精
度
の
高
い
屈
折
検
査
の
機
器
を

導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

商
店
街
元
気
あ
っ
ぷ
事
業
２
５

０
万
円
は
、
商
店
街
の
発
展
と
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

商
店
街
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
、
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

治
水
対
策
事
業
４
億
４
２
０
６

万
５
千
円
は
、
浸
水
・
冠
水
被
害

等
の
軽
減
対
策
と
し
て
、
１
０
０

ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
に
係
る
護
岸
改

修
工
事
な
ど
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
１

０
７
１
万
５
千
円
は
、
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
援
し
、
ま
ち
の
質
を
向
上
さ
せ

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

連
続
立
体
交
差
推
進
事
業
８
億

３
２
０
３
万
９
千
円
は
、
春
日
部

駅
付
近
の
高
架
化
の
実
現
に
向
け
、

埼
玉
県
が
実
施
す
る
用
地
取
得
な

ど
に
対
す
る
負
担
金
な
ど
で
す
。

　

消
防
施
設
耐
震
対
策
事
業
２
億

１
１
１
万
２
千
円
は
、
武
里
分
署

の
移
転
建
て
替
え
を
進
め
る
と
と

も
に
、
豊
野
分
署
の
耐
震
補
強
設

計
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

小
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
３

億
８
１
２
４
万
７
千
円
お
よ
び
中

学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
１
億
７

５
７
５
万
５
千
円
は
、
学
習
用
端

末
に
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル
ソ
フ
ト
を
導

入
し
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
学
び

の
、
よ
り
一
層
の
充
実
と
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

学
校
給
食
費
管
理
事
務
１
３
２

５
万
２
千
円
は
、
学
校
給
食
費
の

公
会
計
化
に
係
る
準
備
経
費
で
す
。

　

体
育
施
設
運
営
事
業
３
億
２
３

０
７
万
４
千
円
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
体

育
施
設
を
管
理
運
営
す
る
ほ
か
、

総
合
体
育
施
設
用
地
の
取
得
を
進

め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

修
正
案

　

修
正
案
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
４
３
０
９
万
１
千
円
を
増

額
し
、
総
額
８
１
６
億
７
３
０
９

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
、
歳
出
で
は
、

①
障
害
者
施
設
整
備
事
業
と
し
て

調
査
費
を
計
上
②
長
寿
記
念
事
業

と
し
て
77
歳
の
方
に
１
万
円
を
贈

呈
③
18
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険

税
均
等
割
を
全
額
免
除
④
市
内
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
実
施
⑤
小

中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
た
め
の
調
査
費
を
計
上
⑥

小
中
学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化

す
る
た
め
の
食
材
費
計
上
と
３
人

目
以
降
の
給
食
費
の
補
助
金
を
削

除
⑦
市
民
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た

調
査
設
計
費
を
計
上
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
①
公
民
館
使
用
料

を
無
料
に
戻
し
、
３
３
５
５
万
円

の
減
額
②
こ
こ
数
年
の
実
績
を
参

考
に
見
積
も
っ
た
繰
越
金
10
億
２

５
５
２
万
９
千
円
の
増
額
③
旧
庄

和
地
域
の
小
学
校
の
給
食
費
を
完

全
無
償
化
し
、
１
億
４
８
８
８
万

８
千
円
の
減
額
を
計
上
し
ま
す
。

　

以
上
、
市
民
の
負
担
の
軽
減
、

子
育
て
支
援
な
ど
市
民
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
市
内
経
済
の
活
性
化

の
た
め
の
修
正
で
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
少
数
で
否
決
】
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討
　
論

負
担
を
軽
減
し
、
福
祉
、
暮
ら
し

充

実

の

市

政

へ

の

転

換

が

不

十

分

な

原

案

に

反

対

し
、

修
正
案
に
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

原
案
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
よ
り
42
億
８
千
万
円
増
で
過

去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
調
整
基
金
も
22
億
４
千
万
円

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
は
健

全
な
状
態
を
維
持
し
て
い
る
と
判

断
し
ま
す
。

　

次
に
、
原
案
の
歳
出
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
発
熱
外
来
の
継

続
や
個
別
接
種
、
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
の
感
染
症
病
床
の
拡
充
、
市

民
の
暮
ら
し
、
営
業
な
ど
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
評
価
す
る

点
も
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の
問
題

点
、
今
後
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

①
職
員
数
が
依
然
と
し
て
少
な
く
、

人
口
に
対
す
る
職
員
数
や
、
課
長

補
佐
級
以
上
の
管
理
職
に
占
め
る

女
性
の
比
率
が
、
県
内
自
治
体
の

中
で
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
。

②
福
祉
・
教
育
分
野
に
お
い
て
、

経
費
削
減
を
理
由
に
利
潤
を
第
一

の
目
的
と
す
る
株
式
会
社
に
指
定

管
理
し
て
い
る
こ
と
。

③
障
害
者
入
所
施
設
が
市
内
に
一

つ
も
な
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
配
分
金
が
近
隣
自
治
体
に

比
べ
て
低
い
な
ど
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
に
対
す
る
施
策
が
後
退
し

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

④
治
水
対
策
事
業
の
さ
ら
な
る
強

化
や
、
困
っ
て
い
る
市
民
が
利
用

し
や
す
い
公
共
交
通
の
整
備
な
ど
、

安
全
安
心
で
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
。

⑤
農
業
、
商
工
業
の
予
算
と
職
員

を
増
や
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
重
視
す
る
こ
と
。

⑥
教
育
や
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視

し
て
魅
力
あ
る
市
政
に
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
岩
谷
市
長
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

市
政
を
変
え
る
と
い
う
点
か
ら
見

て
令
和
４
年
度
予
算
は
不
十
分
で

あ
り
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
が
提
出
し

た
予
算
修
正
案
は
、
市
民
の
負
担

軽
減
、
子
育
て
支
援
、
循
環
型
の

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
ま

ち
の
活
気
を
取
り
戻
し
、
税
収
を

増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か

け
と
な
る
具
体
的
な
提
案
で
あ
る

た
め
、
原
案
に
反
対
し
、
修
正
案

に
賛
成
し
ま
す
。

 

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
億
８

６
１
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
、
歳
出
と
も
９
０
２
億
９
３
０

５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
子

育
て
世
帯
応
援
給
付
金
支
給
事
業

２
億
１
４
０
４
万
４
千
円
の
増
は
、

所
得
制
限
で
国
の
子
育
て
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
の
対
象
外
と

な
っ
た
世
帯
に
対
し
、
児
童
一
人

当
た
り
10
万
円
の
給
付
金
を
給
付

す
る
も
の
で
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
４
億
５
千
万
円
の
増
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
市
内
経

済
活
性
化
を
図
り
、
消
費
者
お
よ

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）
を
可
決

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

０
７
６
万
９
千
円
を
増
額
し
、
歳

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）
を
可
決

入
、
歳
出
と
も
８
９
５
億
６
９
４

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
市

民
税
法
人
現
年
課
税
分
３
億
５
４

０
０
万
円
の
増
は
、
法
人
税
率
の

引
き
下
げ
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
、
当
初
予
算
で
は
減
額

を
見
込
ん
だ
も
の
の
、
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
に
く
い
業
種
の
収

益
が
見
込
み
よ
り
落
ち
込
ま
ず
、

結
果
と
し
て
増
収
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
地
方
税
減
収
補
塡
特
別
交
付

金
１
億
８
８
６
９
万
５
千
円
の
増

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
い
る
、
中
小
事
業
者

等
の
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計

画
税
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
に
対

し
、
そ
の
減
収
補
塡
と
し
て
、
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
本

庁
舎
整
備
事
業
25
億
３
９
８
０
万

４
千
円
の
減
は
、
令
和
３
年
度
分

の
出
来
高
が
変
更
と
な
る
こ
と
か

ら
、
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
２
億
５
１
２
８
万
４

千
円
の
増
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

　

道
路
整
備
事
業
７
３
２
８
万
２

千
円
の
増
お
よ
び
道
路
施
設
更
新

事
業
７
９
２
０
万
円
の
増
、
ま
た
、

春
日
部
駅
西
口
環
境
整
備
事
業

４
１
６
９
万
円
の
増
お
よ
び
公
園

施
設
更
新
事
業
４
３
８
９
万
円
の

増
は
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、

前
倒
し
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

小
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
事
業

５
億
４
６
７
８
万
２
千
円
の
増

お
よ
び
小
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ

ン
整
備
事
業
３
億
６
０
８
３
万
９

千
円
の
増
は
、
国
か
ら
補
助
金
が

追
加
交
付
さ
れ
た
た
め
、
前
倒
し

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

　

ロ
シ
ア
は
２
月
24
日
、
一
方
的

に
「
独
立
」
承
認
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
東
部
地
域
に
ロ
シ
ア
軍
を
侵

入
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
各
地
の
軍
事
施
設
、
キ
エ
フ
、

オ
デ
ッ
サ
な
ど
へ
の
攻
撃
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
主
権
と
領
土
を
侵
し
、
国
連
憲

章
、
国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
、
紛

議
員
提
出
議
案

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
及
び
主
権
侵
害
に

抗

議

す

る

決

議

び
事
業
者
双
方
を
支
援
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す

る
も
の
で
す
。

　

緊
急
経
済
・
コ
ロ
ナ
対
策
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
１
０
０
４

万
５
千
円
の
増
は
、
外
出
自
粛
な

ど
に
伴
い
増
加
す
る
「
お
う
ち
時

間
」
の
充
実
お
よ
び
市
内
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
民
が
実

施
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

　

市
民
文
化
会
館
ト
イ
レ
改
修
事

業
１
０
７
５
万
８
千
円
の
増
お
よ

び
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
事
業
１
６

５
０
万
円
の
増
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
る
も
の

で
す
。

　
　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】
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れ
も
な
い
侵
略
行
為
で
す
。
た
だ

ち
に
軍
事
行
動
を
や
め
、
撤
退
さ

せ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
同
日
の
演

説
で
、
今
回
の
軍
事
行
動
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
地
域
の
「
要
請
」
を

受
け
た
も
の
で
、
国
連
憲
章
第
51

条
の
「
集
団
的
自
衛
」
だ
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
的
に

「
独
立
」
を
認
め
た
地
域
、
集
団

と
の
「
集
団
的
自
衛
」
な
ど
あ
り

え
ず
、
国
際
法
上
ま
っ
た
く
根
拠

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
脱
軍
事
化
、
脱

ナ
チ
ス
化
」
を
進
め
る
と
述
べ
、

東
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
全
土
で
ロ
シ
ア
軍
を
展
開
さ
せ

る
構
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
国
防
省
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
地

の
軍
事
施
設
へ
の
攻
撃
も
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
国
連
加
盟
国
で
あ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
独
立
国
、
主
権

国
家
と
し
て
認
め
な
い
態
度
で
あ

り
、
言
語
道
断
で
す
。

　

さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

こ
の
侵
略
行
為
に
あ
た
っ
て
、
ロ

シ
ア
が
核
兵
器
大
国
で
あ
る
こ
と

を
誇
示
し
、
欧
米
の
批
判
や
制
裁

の
動
き
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
い
ま
す
。
核
兵
器
で
世
界
の
諸

国
を
威
嚇
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

日
の
世
界
に
お
い
て
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
今
回
の

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
及
び
主
権
侵
害
に
対
し
強
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
は

即
時
に
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
を

停
止
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
完
全

撤
退
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
増
加
す

る
一
方
で
、
介
護
の
現
場
で
は
、

介
護
人
材
の
確
保
に
大
変
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
継

続
も
含
め
、
介
護
人
材
の
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
処
遇
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
般
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代

開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」（
令

和
３
年
11
月
19
日
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
、「
賃
上
げ
効
果
が
継
続

さ
れ
る
取
組
を
行
う
こ
と
を
前
提
」

と
し
て
、
収
入
を
３
％
程
度
（
月

額
９
０
０
０
円
）
引
き
上
げ
る
た

め
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
令
和
４
年
10
月
以
降
に
つ

い
て
は
臨
時
の
報
酬
改
定
を
行
い

所
要
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
回
の
臨
時
の
報
酬
改
定

と
と
も
に
、
原
則
３
年
ご
と
に
行

う
公
的
価
格
の
改
定
も
含
め
、
制

度
の
簡
素
化
や
介
護
報
酬
の
運
用

に
つ
い
て
事
業
所
毎
の
柔
軟
な
対

応
を
進
め
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
下
記
の
事
項
に
対
し
て
、

特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め

ま
す
。

　
　
　
　

記

１　

臨
時
の
報
酬
改
定
（
令
和
４

年
10
月
以
降
）
に
お
い
て
新
設
さ

れ
る
「
新
た
な
加
算
」
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
２
つ
の
加
算
（「
介

護
職
員
処
遇
改
善
加
算
」
及
び

「
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
」）
の
統
合
を
含
め
た
一
本
化

を
検
討
す
る
な
ど
、
事
務
手
続
き

の
簡
素
化
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
。

２　
「
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改

善
加
算
」
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
事
務

職
員
等
も
含
め
て
、
法
人
や
事
業

所
が
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
な
判
断

を
行
い
な
が
ら
、
加
算
金
の
弾
力

的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
所

要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

３　

原
則
３
年
ご
と
に
行
う
公
的

価
格
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
現

行
の
加
算
（「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
」
及
び
「
介
護
職
員
等
特

定
処
遇
改
善
加
算
」）
と
の
整
合

性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
各
介
護
職

員
の
勤
続
年
数
と
施
設
内
で
の
キ

ャ
リ
ア
検
定
制
度
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
人
件
費
を
ベ
ー
ス
に
し
て

の
事
業
所
毎
の
介
護
報
酬
総
額
を

算
定
す
る
方
式
に
変
更
す
る
な
ど
、

介
護
報
酬
申
請
の
手
続
き
の
簡
素

化
と
人
材
確
保
へ
の
事
業
者
の
裁

量
権
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
の

刷
新
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
４
年
３
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

財　

務　

大　

臣　

様

厚
生
労
働
大
臣　

様

　
　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

▽
議
会
運
営
委
員
会

２
月
10
日

・
令
和
４
年
３
月
春
日
部
市
議
会

　

定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

▽
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

１
月
13
日

・
政
務
活
動
費
に
係
る
規
定
等
の

　

見
直
し
に
つ
い
て

・
文
書
質
問
制
度
に
つ
い
て

・
予
算
委
員
会
に
つ
い
て

１
月
28
日

・
文
書
質
問
制
度
に
つ
い
て

２
月
10
日

・
文
書
質
問
制
度
に
つ
い
て

・
新
本
庁
舎
の
議
会
エ
リ
ア
主
要

　

諸
室
レ
イ
ア
ウ
ト
案
に
つ
い
て

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症    

　

対
策
特
別
委
員
会

１
月
12
日

・
要
望
活
動
に
つ
い
て

１
月
27
日

・
緊
急
要
望
に
対
す
る
市
執
行
部

　

か
ら
の
回
答
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
３
月
春
日
部
市
議
会

　

定
例
会
の
対
応
に
つ
い
て

▽
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
検
討

　

特
別
委
員
会

２
月
８
日

・
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　

い
て

▽
地
域
拠
点
整
備
検
討
特
別
委
員
会

２
月
９
日

・
地
域
拠
点
整
備
に
つ
い
て

▽
広
報
広
聴
委
員
会

３
月
25
日

・
議
会
だ
よ
り
第
67
号
に
つ
い
て

４
月
５
日

・
議
会
だ
よ
り
第
67
号
に
つ
い
て

▽
図
書
室
運
営
委
員
会

４
月
５
日

・
令
和
３
年
度
図
書
費
決
算
に
つ

　

い
て

　

に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
図
書
費
予
算（
案
）


